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東日本の山の幸――「山と人」・見えざる風景を語る
2002 年 10 月 26 日

野生食用植物のゼンマイなどのいわゆる山菜とナメコなどのキノコの採集と利用、渓流魚のイワナや

アマゴなどの釣りとその利用、野生鳥獣のウサギ、カモシカ、クマなどの狩猟とその毛皮、胆嚢、肉な

どの利用。これらはいずれも、日本の昔からの山村における里山から奥山にかけての山の幸の利用の諸

側面であった。

ところで、それぞれの利用の形態は、どこでも、いつでも同じだったわけではない。地域によって異

なるヒトと動植物との付き合い方のちがいがあり、同じ地域でも、時代によって異なる様相を示すし、

同じヒトでも、冬は狩猟を行い、夏は渓流魚を釣るということもあった。

最初に「家庭から市場へ－変化する山菜・キノコ等の利用と採集」を報告した井上卓哉氏（京都大学

大学院）は、『エコソフィア』第 10 号で、「変化する野生食用植物の利用活動――長野県栄村秋山郷に

おける山菜・キノコなどの事例から」という論文を書いている。この報告は、その論文に基づくもので

あり、多数の人々からの聞き込み調査によって、高度経済成長期以来の山村の様子の激変、観光産業と

の対応関係などを明らかにしたものだ。

次の報告した鈴野藤夫氏（作家）と、その次の田口洋美氏（東京大学大学院）は、両氏ともこれまで

幅広いフィールド経験による多くの業績があるのだけれども、井上氏の報告した「秋山郷」に焦点をし

ぼって、報告することになった。そのため、われわれは、いっそう山地におけるヒトと動植物のかかわ

り方を、深く理解できたことと思われた。

鈴野氏の場合は、『山漁――渓流魚と人の自然誌』（農文協、1993）や、他の多くの著作においても述

べているが、全国各地の山地における伝統的漁法を、その地の自然環境はもちろん、その地の文化をも

考察して、渓流魚を、地域の自然・文化・社会という生態系の中に位置づけ、語ってきたが、渓流とそ

の地の人々との交流史は、やはり昭和の 30 年代後半から 40 年にかけて大転換期を迎えたという。林道

開発、森林伐採、アマゴやイワナの養殖事業の進展によって、職業的釣り師の生活が侵食され、山間の

ネットワークが崩壊したのは、秋山郷でも例外でないことを、その報告の「山魚の味－自然・社会・文

化の生態系に関する一考察」で述べている。

田口氏は、その著『マタギを追う旅－ブナ林の狩りと生活』（慶友社、1999）で、新潟県三面、長野県

秋山郷、秋田県阿仁のマタギの世界を、それぞれその歴史の中で位置づけてきたのであったが、今回の

報告「近代における狩猟の変容－両大戦期・高度成長期を契機として」では、まず日本の狩猟とその関

連法の改正が、どのように軍部の状況との関係によって変化してきたかを述べている。たとえば、ウサ

ギの毛皮生産と結びつけての説明などがあってから、秋山郷のクマ猟の場合は、鷹狩り用のタカを飼う
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ため、禁猟にされた所へ、鉄砲を持たない秋田の罠を持ったマタギが入ってきて、秋山郷に定着したか

などを説明した。

総合討論の司会は、筆者が務めたが、各報告者がもう少し触れておきたかったことを補充していただ

いたりしたもので、討論に十分時間をかけられなかったのが残念だった。

周　達生（国立民族学博物館名誉教授）


